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AI活用による海外化学物質管理
★高精度な AI 活用技術で誤訳や幻覚を防止し、信頼性の高い情報処理を実現します。
★実務者向けにそのまま使える具体的なテンプレートや手順を提供し、即戦力となります。
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本書のポイント

　　本書は、 急速に複雑化する化学物質管理の実務

に対し、 AI を安全かつ高精度に活用するための体系

的 な 手 引 書 で あ る。 EU ・ 米 国 ・中 国 ・韓 国 ・

ASEAN など各国規制は改正頻度が増し、 PFAS 規制

も拡大する中、 企業は膨大な条文・Annex・行政通知・

SDS・GHS分類を正確に読み解く必要がある。 しかし、

規制文書は国ごとに構造が異なり、 専門用語は一般

語と意味が乖離するため、 人手だけでは限界が明ら

かになりつつある。

　この課題に対し、 AI を “ 万能翻訳機 ” ではなく、

構造化 ・整理 ・比較といった前処理を担う強力なパー

トナーとして使うための実務技術を提示する。 LLM の

仕組み、 翻訳 ・要約 ・比較 ・改正点抽出のプロンプ

ト設計、 品質管理、 エビデンス管理、 化学物質調査

のワークフロー、 ガバナンスまでを網羅し、 実務者が

そのまま使えるテンプレートと手順を提供する。 複雑

化する国際規制に迅速かつ確実に対応するための

“AI 活用の標準書 ”である。

本書を読んで得られること

・ 翻訳 ・要約 ・比較 ・改正点抽出の “ 失敗しないプ

ロンプト設計 ”

・ 国別規制 （EU/US/ 中国 / 韓国 /ASEAN） の構造と

AI 誤訳ポイントの体系的理解

・物質同定 ・用途情報抽出 ・ GHS 分類 ・規制該当

性チェックの AI ワークフロー

・ AI の幻覚 ・誤訳 ・数値誤りを防ぐためのガバナンス

と品質管理手法

・ AI を化学物質管理に安全に組み込むための実務的

な SOP （標準手順）

第 1 章　AI による海外化学物質管理規制の

　　　　　 翻訳 ・ 要約技術

1.　文書処理 × AI の基礎理解

　1.1　LLM の仕組み （文書処理に必要な範囲）

　1.2　規制文書の構造 （範囲 / 制限 / 免除）

　1.3　国別文書の特徴

　　（EU ・ 米国 ・ 中国 ・ 韓国 ・ ASEAN）

2.　AI 翻訳の実務スキル

　2.1　AI 翻訳の得意 ・ 不得意

　2.2　誤訳が起きやすい化学規制用語

　2.3　翻訳品質を高めるプロンプト設計

　2.4　国別翻訳の注意点

3.　AI 要約の実務スキル

　3.1　要約の種類 （構造化 / 比較 / リスク）

　3.2　条文 → 解説 → 実務影響の段階別要約

　3.3　要約精度を高めるプロンプト設計

4.　規制比較 ・ 改正点抽出の技術

　4.1　文書構造を利用した比較表生成

　4.2　改正点の抽出 （差分検出の型）

　4.3　社内資料化のテンプレート

5.　文書処理における品質管理 ・ ガバナンス

　5.1　翻訳品質の検証 （逆翻訳 ・ 用語統一）

　5.2　文書処理に必要なエビデンス管理

　5.3　翻訳 ・ 要約プロセスの SOP 化

6.　AI 文書処理の実務プロンプトと出力例

　6.1　構造化要約のプロンプト

　6.2　比較要約のプロンプト

　6.3　リスク要約のプロンプト

第 2 章　AI による海外化学物質調査

7.　化学物質調査 × AI の基礎理解

　7.1　AI が得意なデータ処理 （分類 ・ 同義語整理）

　7.2　AI が不得意な領域 （CAS 登録番号照合・GHS 精度）

　7.3　データ誤認 ・ 幻覚リスクの種類

8.　物質同定スキル

　8.1　CAS 登録番号 ・ 物質名の照合

　8.2　同義語 / EC 番号 / IUPAC 名の整理

　8.3　混同リスクの回避方法

9.　物質情報の抽出 ・ 整理

　9.1　用途情報 ・ 製品カテゴリ情報の抽出

　9.2　GHS 分類の整理と注意点

　9.3　SDS のセクション別データ抽出

10.　規制該当性の一次スクリーニング

　10.1　REACH / TSCA / K REACH の該当性チェック

　10.2　規制要求の構造化 （範囲 / 閾値 / 免除）

　10.3　改正点の抽出 （調査目的での差分整理）

11.　調査ワークフローとガバナンス

　11.1　調査設計 → 収集 → 整理 → 

　　　　　要約の AI ワークフロー

　11.2　データ検証 （クロスチェック ・ 出典確認）

　11.3　調査プロセスのエビデンス管理 ・ 監査対応

　11.4　最終判断に使わないためのチェックリスト

12.　ケーススタディ :

　　　アセトンを用いた規制該当性一次スクリーニングの実践

　12.1　プロンプト

　12.2　表形式での出力

　12.3　GHS 分類の差異
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